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日 本 の 白 鳥Nih・nnoHakucho（SwansinJapan） （34） ：1－7，2010

ウ トナ イ湖 で巣 立 ち した

オ オハ クチ ョウCygnuscygnusの 追跡

1

村 上 速 雄1） ・五 十 嵐 真2） ・中村 聡2） ・廣 島 潤 子3）

1）日本鳥類標識協会会員 〒053－0042北 海 道苫小牧市三光町3－11－21

2）日本野鳥 の会 ウ トナイ湖サ ンクチ ュア リ勤務，3）ウ トナイ鳥獣保護センターボランティア

1． は じめ に

北海 道 苫小 牧 市植 苗 ウ トナイ湖 （北緯42°42’，東経141°42’）で2003年 か らオ オハ クチ

ョウCygnuscygnus1番 の繁殖 が報 告 され （川 崎2003） ，そ の後 同1番 が2008年 まで6

年 間連 続 して繁 殖 した ．2003年 には2羽 の雛 が巣 立 ち した が，そ の後 の雛 の動 向 は個

体識 別 が な され てい ないた め，ウ トナ イ湖 に春 と秋 に渡 って くる多数 のオ オハ クチ ョ

ウの 中 に混 ざって しま い不 明で あった ．そ こで2004年 か ら，巣 立 ち雛iに個 体識別 が で

き る よ うに環境 省 の標 識 調査 用 の金 属 足環 と視認 性 の よいカ ラー プ ラス チ ック製 首

環 と足 環 （山階 鳥類研 究所 提供 ）をつ け，観 察 に よる追跡 調査 を2004年12月 か ら2010年

3月 ま で試 み た．これ らの標識 調査許 可 は環境省 の第1365号 （2004），第1379号 （2005），

第02－0302号 （2006）， カ ラー リン グ学 術 調 査 許 可 は環 境 省 の第02－0247，02－0248，

02－0249号 （2007）の許 可 を受 けて行 った ．

2． 調査方法

幼鳥への標識は当年 の9月か ら12月 に適時行った．捕獲後は足環の装着 と各部の計

測 （翼長，尾長 ，附踪長，露出哨峰長，全長，半翼開長注1，体重）を行い放鳥 した．

放鳥後，家族 との合流 を確認 してか ら作業を終了 した．

観察はウ トナイ湖を中心に最低1ヵ 月に1回，8～10倍 の双眼鏡 または，20～60倍

の望遠鏡を用い首環お よび足環の番号を確認 した，また観察 した個体は場所 と観察 目

を山階鳥類研究所に報告 した．

注1：半翼開長とは片翼を開いた胸骨中央（体軸の中央線）から開いた翼先端までの測定値（山階鳥

類研究所2009）
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3． 結果

表1に 繁殖 お よび標識 した個体数 表2に 各 計測 値 を示す ，2004年 か ら2008年 までの

5年 間 に計6羽 に標識 をつ け，そ の結果138例 （うち ウ トナイ 湖以外 で は14例 ）の観 察例

を得 た ．観 察 例 を表3と 図1～4に 示 す ．

表1． ウ トナ イ 湖 で 繁 殖 お よ び 標 識 し た オ オ ハ ク チ ョ ウ の 個 体 数

Tablel．NumberofflededandbandedWhooerSwansinLakeUtonai

生まれた個体数

巣立った個体数

標識 した個体数
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表2， ウ トナ イ 湖 で 標 識 した オ オ ハ ク チ ョ ウ の 計 測 値

Table2．MeasurementsofWhooerSwansbancedinLakeUtonai

金 属 足 環 番 号

（カ ラ ー リ ン グ ） 性 齢 自然 翼 長 尾 長

RingNumberSexAgeNaturalTaill．

wingl，

㎜ ㎜

15A－00351（ な し） ♂

15A－00352（ な し） ♀

15A－00353（ 緑5C26） ♀

15A－00357（ 糸景5C25） ♂

15A－00358（ な し） ♀

15A－00359（ 緑5C24） ♀

露 出 半 翼

鮒 瞭 長 哨 峰 長 全 長 開 長 体 重

TarsusExposedTota］1．WingBody

］． ⊃ulmen1．spanweight

㎜ ㎜ ㎜ ㎜9

J582，0163、0123，5

J558．0111．0110．8

J570．0122．7112．1

SA577，0175．0110，0

J570．0111，298．2

SA580．0180，0119、6

J555．099．1111．4

J565．0132．791．6

SA565．0155．0107．9

1435108611800

91．1135010009000

87．3129010028456

95．314079908640

92，8139010009500

111、0143510058970

85．0131010309500

84．413409709100

103．8134010507470

平均値Mean 569138．9109．4693．8413661014，89160

標識 鳥 の ウ トナイ湖 以外 での観 察記録 は，北海 道稚 内市，長 沼町 ，浦 臼町，日高町 ，

千歳 市で 得 られ ，北海道 外 では 山形 県酒 田市で得 られ た．これ らの観 察デ ー タか ら本

種 の季 節 的 な移 動 につ いて 以下 にま とめた ．

冬季 ，山形 県 で確 認 され た例 が2羽 （首環5C24，5C26） で計8例 あった （表1の ＊1， 図2，

図4参 照）．2羽 ともに2007年IL月18日 か ら2008年1月16日 まで に4日 間， 山形県 酒 田市

最 上川 河 口で 足環No． 読み 取 りに よっ て確 認 され た ．そ の後 ，2羽 とも2008年3月24目

と26日 に ウ トナイ湖 で確認 され た ．

また 冬季 ， ウ トナイ湖 以外 の北海道 内で観 察 され た例 が1例 あ った （表3の ＊2，図3参

照）． 首環5C25は2008年10月13日 か ら2009年1 ．月25日 まで ウ トナ イ湖で確 認 され た後 ，

2月11日 に 日高 町豊郷 波恵川 で確認 され た．そ の後 ，この個 体 は再 び2月27日 に ウ トナ

イ湖 で確 認 され た．

春 季 ， ウ トナイ湖 よ り北方 で確 認 され た例 が3羽 で4例 あった ．首環5C25は2008年3

月25日 に ウ トナ イ湖 で確 認 され た後 ，4月5日 に長 沼町 で確認 され ，4月6日 には さらに

北 の浦 臼町新 沼の2ヶ 所 で確認 され た （表3の ＊3，図3参 照）．首環N5C24は2008年3月24

日に ウ トナ イ湖 で確認 され た後 ，4月5日 と6日 に千歳 市 ・長 沼町 の市町界 に あ る長都
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表3． 標 識 ハ ク チ ョ ウ の 標 識 日お よ び 観 察 例

Table3．BandinandresihtinofWhooerSwans

金属足環番号

（カラー リング） 性 年月 日 場所 緯度経度
15A－00351

（な し）

♂ 2004，12，20

2004．12～2005．4

B：北海道 ウ トナイ湖

R：北海道 ウ トナイ湖

42．42Nl41．42E

〃

2007．9～12

2008．4．14，21

2008．11．6

2009．4．27

〃

＊5R： 北海道稚内市大沼

〃

45．23N141．46E

15A－00352

（な し）

♀ 2005．10，10

×2005．10～2006．4

B：北海道 ウ トナイ湖

R：北海道 ウ トナイ湖

42．42N141，42E

〃

15A－00353

（緑5C26）

♀ 2006．6，24

2006－9～2007．4

B：北海道 ウ トナイ湖

R：北海道 ウ トナイ湖

42．42N141．42E

〃

2007．11，18～19

2007．12．26

2008．1，16

2008．3．26～4．10

＊1R： 山形県酒 田市最上川河 口

＊1〃

＊1〃

R：北海道 ウ トナイ湖

38．54N139，50E

〃

〃

42．42N141．42E

2008．10．17～2009，1．25

2009．2．5，25

2009．4．15～5．24

2009．6．10

2009．10，12，16～18，23，24

2009．11．5，17，24

2009．12，10，20

2010．1，3，9

2010．2．14

2010，3．4，6，11，14，17，26

2010．4．3．5．12．22

15A－00357

（系景5C25）

♂ 2006．10．17

2006．10～2007．4

B：北海道 ウ トナイ湖

R二北海道 ウ トナイ湖

42．42N141．42E

〃

2008．3．25

2008．4．5

2008．4．6

＊3R：北海道 ウ トナイ湖

＊3R： 北海道長沼町

＊3R： 北海道浦 臼町新沼

〃

詳 細 不 明

43，24N141．48E

2008．10．13～2009．1．25

2009．2，11

2009，2．27

2009．3．10，11，28

2009．4．2～5．24

2009，6．10

R：北海道 ウ トナイ湖

＊2R： 北海道 日高町豊郷波恵川

R：北海道 ウ トナイ湖

〃

〃

〃

42．42N141，42E

42．28N142．07E

42．42N141．42E

〃

〃

〃

2009．10，16～18，23，24

2009，11．5，17，24

2009．12．10，20，27

2010．1．3，10，18，25

2010．2，14，18，21

2010．3．6，7，11，14，

18，25，26，29

2010，4．5，8，12，22 〃

B：北海道 ウ トナイ湖

R：北海道 ウ トナイ湖

〃

15A－00358

（な し）

♀ 2006．10．26

2006．10～2007．4

〃

42．42N141．42E

〃

2007，10．18～30 ～ノ

2008，4、14，18，5．7

2008．10．14～200812．29

ノノ ノノ

ノ’ 1∬
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2009，2．19

2009，3．11

2009，4．4～23

2009，10．14，23，29

2009．11，17，24

2009．12．20，27

2010．3，6，10，11，14

2010，4．5，8，12，22

15A－00359♀

（緑5C24）

2006，11．8

XI2006－IV2007

B：北海道 ウ トナイ湖

R：北海道 ウ トナイ湖

42．42N141．42E

〃

200Z11．18，19

2007．12．26

2008．1．16

2008，3，24

2008，4．5，6

2008．4．26，5．7

＊1R： 山形県酒 田市最上川河 口

＊1〃

＊1〃

R：北海道 ウ トナイ湖

＊4R： 北海道千歳市長都沼

R：北海道 ウ トナイ湖

38，54N139、50E

〃

〃

42，42N141，42E

42．53N141，40E

42，42N141．42E

2008、12．14～2009．1．25

2009，2，5，18，27

2009．3．10，28

2009．4、2～5．14

2009．10．16－18，23，24

2009．11．5，17，24

2009，12．10，27

2010、1，3，9，10，20，25

2010．2．14，18

2010．3．6，25，29

2010．6．5，8，12

B：標識 装着 日R： 再確認 日

沼で確 認 され た ．そ の後 ，再 び4月21日 に ウ トナイ湖 で確認 された （表3の ＊4，図4参 照）．

また15A－00351は2008年11月6日 に ウ トナ イ湖 で足 環No、読 み取 りに よって確認 され ，

そ の後2009年4月27日 に稚 内市大 沼で 同様 に足環No． 読 み取 りで確 認 され た （表3の ＊5，

図1参 照）．

4． 考 察

ウ トナ イ湖 で オオハ クチ ョウは，秋 に は10月 上旬 に飛来 し，湖面 が結氷 し始 める12

月 下旬 に本州 へ渡 り，一 部 ウ トナイ湖 に残 留す る．春 には2月 下旬 に飛 来 し始 め，5月

初 旬 ま で に飛 去す る （山 階 鳥類 研 究所1977～1989，2002， 日本 野 鳥 の会2002～

2010） ．

標 識鳥6羽 の観 察 デー タ か ら， ウ トナ イ湖 で春 と秋 の渡 りの時 期 に短 期 間 しか観 察

され なか った個 体 （15A－OO351）は， ウ トナ イ湖 か ら飛 去 した と考 え られ た．

次 に2009年6月10日 に観 察 され た2羽 （5C25，5C26） につ いて は，この 時期がす で に渡

り個 体 がい な くな った季節 で あ る．この こ とか ら2009年 の夏季 は北 に渡 らず ウ トナ イ

湖周 辺 に滞在 した可能性 があ ったが ， この2羽 は夏季 に ウ トナイ 湖 で観 察 され な か っ

た．ウ トナ イ湖 は夏季 に複 数 の飛 翔不 可能 なハ クチ ョウが越 夏す るが ウ トナ イ湖 に流
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図1．15A－00351の 移 動 （2006～2009） ．

Fig．1’Migrationof15A－00351（2006～2009） ．

■
L確

1
稚内市大沼

、
45◇

9 コ
｝

日 ＼ 「 ノノ 〃戸

■ ← 冥

〆
～L

！f

～

／

）
ゲ
亨

♂ ．

44直

1

占
’

文

｝辿
！

（

 

ゲ ｝

ジ迫・ウトナイ湖
ノ
〆 一L了 ‥ 43°

口 、＼

惜
v

O50 100 1502〔 〕0㎞

42《

．
1

． ．

140◎ 14｜ ° 14？ ’ 143’ 144° 145． 146δ ｜47‘

　 　 エ

ー国 土 地 理 ぱ 承 認 平14鵠 複 第14S号k？ ’

一45‘

一44“

一43’

、4，ク

，1、・ ＿1i、 ・ ，1，・li， ・ 、i，．

14t°

11「1111

図3．15A－00357（ 緑5C25） の 移 動 （2006～2009） ．
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図4．15A－00359（ 緑5C24） の 移 動 （2006～2009） ．

Fig．4Migrationof15A－00359（G5C24，2006～

2009） ．
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区別 が で きない こ とが多 い （村 上2006） ．このた め夏 季 ウ トナイ湖 に とどま ったか ど
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図5． 首 環5C24の 個 体 ．

Fig．5．WhooperSwanwithneckband5C24．
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Fig．6Afami］yofWhooperSwan．

で再び確認 された．

これ らの結果か らウ トナイ湖で生まれたオオハ クチ ョウは，春季に他のオオハ クチ

ョウとともに繁殖地へ渡った個体がい ることが示唆 された他，冬季にウ トナイ湖 よ り

南へ渡った個体のあることが確認 された．また夏季 にウ トナイ湖周辺に とどまる個体

のいることも示唆 された．

ウ トナイ湖以外での観察例が少ない他，年によって行動パターンが安定 してお らず，

夏季 ウ トナイ湖 での滞在状況が不明なため，ウ トナイ湖で生まれた個体が どのよ うに

移動す るのかを明らかにするには，これか らも追跡調査が必要である．
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